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五、尾張弥富滞在中の事ども
六月二日の『伊勢』に「清儒王漆園翁」との見出しの下、 「過般
来松坂町に滞杖中なりしが明三日出発●身田村に立寄り一泊の上愛知●弥富に向ふ筈なりと」という記事が載っている。 「●身田村」は現在津市に属する一身田村 思われる 、ここに一泊した目的は不明である。ともあれ、六月の初めには王治本は尾 西端の弥富へと移動した。すで 三か月前に申し入れておいた服部担風との面会が実現することになるのであ 。㈠すでに判明している事柄
弥富における王治本の活動については、本稿（上）冒頭に述べた
一九六〇年代後半にさねとう氏によってなされた調査や、冨長蝶如の『服部担風先生雑記』の記載等 より、すでにある程度明らかになっている。それらをまず紹介しておこう。
担風の弟子であった冨長蝶如
（一八九五～一九八八）
によれば、
三十九年の旧暦五月
（陽暦では六月二十二日から七月二十日の間）
に王
治本が弥富にやってきて、駅前の旅館、聚芳館 滞留し いた 「た
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ぶん先生をたよってきたのであろうし、先生も招いたのであろう」 。その時に、王治本の筆に成る「祭花庵」の大額と「藍亭記」の文ができた。 「藍亭記」は小楷で端正に書かれ、担風の書斎である藍亭の楣間に久しく掲げてあったが、 昭和三十四年 伊勢湾台風のため、行方が分からなくなった。王治本 「額をかいたの」は「丙午の五月五日であ」っ
１。筆者按ずるに、この「五月五日」は陰暦と見
られ、陽暦 六月二十六日に当たる。さねとう氏が稲葉昭二氏から提供さ た資料の中には、 について相談する内容 、王治本の六月八日付と九日付の書簡もあっ という。これらの日付は陽暦によるものに相違なく、であれば 弥富到着後早々に担風から「藍亭記」の執筆依頼があったことになる。
さねとう氏が稲葉氏から提供を受けた資料の中には、聚芳館の奥
座敷にかかっている「聚芳館」という扁額 写真もあり、その識語には、 「丙午夏五
２為聚芳館主人雅属、
園主人王治本時年七十有二」
とあったという。そのほか、 のことを詠んだ七絶二首の書幅、担風の画に治本が「幽草奇花」と題し 画幅 どもあったという
さねとう氏は一九六八年の十月には稲葉氏と共に弥富に実地調査
に出かけ、当時ウナギ屋に転業していた の主人で 王治本宿泊時十一歳だった伊藤喜三郎氏
（一八九六～？）
に取材している。そ
の際の伊藤氏の応答による 、 王治本は「支那人 服装 髪がなが」く、 「日本語はよくしゃべら」ず、 「ちょっとまるっこい、柔和な、童顔」で、 丈は「たかい方」で、 中根霞城と う篆刻師がつ てい」て、 「王治本と担風先生と中根さんと、よく三人ででかけて」 た。聚芳館の裏にはかつて大きな藤棚が 。さねとう氏は、王治本が詩の中で「一架 紫藤棚下に坐れば、緑陰 院に満 て、夏も涼
を生ず」と詠んでいるのがその藤だと書いているが、これは上述の聚芳館のことを咏んだ七言絶句二首中の句であろう。
なお、蝶如は、担風が交わった中国人には、ほかに阮舜琴
３
がい
るが、
この舜琴は、 「きわめて善い人柄であった」と、先生は評している。それに引きかえ、王漆園の方は、 「少しずるくて、舜琴にくらべると、人がわるかった。 」と評している。
（中略）
彼は
世俗の才も多分にあって、抜け目のない人物であったことは、先生が少し漏している。
と回想している。
すでに判明しているのは、以上のような事柄である。行方不明に
なった される「藍亭記」は、実はその全文が当時の『扶桑』に掲載されているので、後で紹介することにしたい。㈡藍亭（服部担風邸）訪問、その他
以下、本項では筆者が発見した新聞資料等に基づき、王治本の弥
富滞在中の活動につき、いくつかの新たな情報を提供したい。
①六月十二日の『扶桑』に「丙午仲夏、自鶴城来鯏浦、偕鑑海吟
侶過訪担風詞宗、蒙臥山・晴濤・雅堂諸君亦復来会、置酒聯吟、予拈得横字率成一律、録請詞宗敲正 並似同吟諸友」という長い題を持つ王治本の七律と、これに対する藍亭主人
（担風）
の評が掲載さ
れている。題の大意は「丙午、すなわち明治三十九年の、陽暦で言えば六月ごろ、鶴城から
鯏
うぐい
浦うら
にやって来て、田端鑑海とともに担風
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を訪問したところ、西塚臥山・立松晴濤
４・辻雅堂の諸氏も来合わ
せたので、 置酒して聯吟することになった。私は横の字を引き当て、草卒に一律を作って」云々という である。鶴城 西尾のことかと思われる。もっとも、伊勢の津から尾張西端の弥富を目指した王治本がわざわざ三河の西尾まで足を延ばした事情は不明である。
さて、詩句は次のとおりである。
藍亭可号擁書城
　　
藍亭は擁書城
〔蔵書の豊かな所〕
と号す可し
経案琴牀左右横
　　
経案
　
琴牀
　
左右に横たわる
凍雪枝頭工画意
　　
凍雪枝頭
　　
画意
　
工たくみ
に
落花声裡絵詩情
　　
落花声裡
　
詩情を
絵えが
く
前身定是金光仏
　　
前身は定めし是れ金光仏なりしならん
夙慧渾同玉帯生
　　
夙慧
　
渾て同じ
　
玉帯生
〔宋の文天祥のこと〕
に
我亦有縁邀一識
　　
我も亦
　
縁有り
　
邀えられて
　
一たび識り
佩蘭吟社結吟盟
　　
佩蘭吟社に吟盟を結びたり
担風は評の中で、華の字を引き当てて詠んだ自作、先韻を引き当
てた晴濤の作、光字を引き当てた雅堂の作を紹介し、 「鑑海・臥山諸子」については「詩未就、応期他日追録」としている。ここでは資料の文字の鮮明な晴濤の作を引くことにしよう。
藍亭文字飲
　　
藍亭
　
文字の飲
〔詩酒の会〕
歓聚玉壺前
　　
歓び聚まる
　
玉壺の前
談熟披襟後
　　
談
　
熟するは
　
襟を披く後
交深傾葢先
　　
交わり深まるは
　
葢かさ
を傾くるより先
高風猶拝石
５ 　
高風
　
猶お石を拝し
旧雨也参禅
　　
旧雨
〔旧友〕
もまた禅に参ず
題壁留鴻爪
　　
壁に題して
　
鴻爪を留むれば
儘堪千古伝
　　
儘すべ
て
　
千古
　
伝うるに堪えたり
他日の追録を期された鑑海と臥山の作は、それぞれ六月十九日の
『扶桑』所載の鑑海作「藍亭雅集分得文韵、奉呈主人、同●園 ・ 晴濤 ・雅堂・臥山諸賢賦」及び「又得絶句二首」
６、七月四日の『扶桑』所
載の「藍亭雅集分得蒸韵奉呈主人、同王
園・鑑海・晴濤・雅堂諸
君賦」
７が、それらであろうと思われる。
②「藍亭記」は六月二十八日の『扶桑』に掲載された。担風研究
の資料としても貴重なものと思われるので、ここに全文を転載し、筆者の解釈と若干の卑見を添えることにしたい。なお、転載に当たり、適宜原文の句点 多くを読点に改め、かつ 」 ・ 『』を加えた。
　　　
藍亭記
　　
漆園
　
王治本
〔清人〕
尾張詩派、肇自茉莉巷、踵而起者、則属藍亭、数十年間、後光輝映。洵可謂得江山之助者矣。余東遊卅餘年、茉莉詩巷、曾聯吟契、而藍亭則未獲一識也。頃者游次鯏浦、得以一訪、置酒論詩、歓若旧好。談次 属余記其亭。余諾之、而未審其義 既而得一説焉。夫藍、染草也。蓼藍 ・ 大藍 ・ 槐藍三者、皆可染作澱色。故曰「青出於藍 勝於藍」 。以藍染物 一如以学染人。故学者以弟勝於師 亦曰「青 」 。 度藍 命意、固深望及門之青出、而甘自居於藍也、故以藍名亭云。居士曰 「先生之論則善矣。然要非吾本意也 吾甞閲竹林詩評 、 『謝朓詩 如西
― 27 ―
山清暁、霏嵐翕黛中、時有爽気』 、心窃慕之、乃摘以名亭」 。余曰、 「是竹林借山景以評詩、居士即詩景以名亭、皆取喩於景也。余請即斯亭之景言之。窓臨多度之峰、藍煙鎖樹、村繞岐蘇之水、藍
縐
漾波。宅近慈藍、時堪聴講、硯磨藍石、適足臨池。或裁藍
紙以画梅、或借精藍以結社 祭花龕外、鋤栽皆藍玉之姿、暁雨榭中、来往尽藍衫之客。読到観蓮百詠 描
摹
藍葉紅葩、裁成編
景四題、想像山藍水碧。斯亭也、斯景也、即景名亭、非不妙矣。然此特一時之寓意耳 而要不若余之所云為真切也。試観茉莉詩伝、近来桃李秀出、多有勝藍 誉
倘
茉莉髯翁猶在当不以余言
為謬也乎」 。居士曰。 「先生之論、吾雖不敏、益当自勉、
幷
以是
勉諸子。請即書此以為斯亭記」 。
８ 
この文章は、担風が評の中で「尺幅中転変不窮。真有生龍活虎之
状
（下略）
」
〔尺幅の中
　
転変して窮まらず。真に生龍活虎の状有り〕
と述
べているように、悪く言えば、紆余曲折が多く分かりにくいが、大意をまとめれば次のようになるだろう。すなわち、尾張詩派は、森春濤とその一門から始まり、次いで起こったの 服部担風とその一門で、これ で数十年間、後光がさすほどに輝き栄えてきた。まことに山水の風景の助けを得たものと言える。私は日本に来てから三十餘年になり、 森春濤の一門とは漢詩の唱酬をしたこと あるが、服部担風 はまだ一面識も得ていなかった。 きご 鯏浦まで足を延ばして、訪問する機会 得たので、置酒して を論じ合い、打ち解けて旧知のような間柄になった
９。語らううちに、担風からこの
亭について記した文章を所望さ た。承諾し のの、命名の意味（なぜ藍なのか）
がよく分からなかったが、やがて次のような理由付
けが頭に浮かんだ。すなわち、 藍は、 染料として使う草である。蓼藍 ・大藍・槐藍、いずれも藍色を染め出すことができる。 「青は藍より出でて、藍に勝る」と言われる所以である。藍により物を染めるのは、学により人を染めるのによく似ている。だから、学問においても、弟子が師に
勝まさ
った場合、 「青
　
藍に勝る」と言うのだ。このよ
うなことから、私は 亭という命名は、担風が自分自身は「藍」の位置に甘んじつつ、 「青」 すなわち自分に勝る弟子が現れるこ を熱望する気持ちを寓したものであろ 推し測った。すると担風が言うことには、 「結構な論をお立て なったが、煎じ詰 と我が本意から外れている。私はかつて『竹林詩評』に『謝朓の詩は 西山の清暁、霏
嵐ママ
翕黛の中、時に爽気有るが如し』とあるのを目にし
て以来、このような風景にあこがれる うになったので、そこから「藍」 の字を取って亭に名づけたのだ」 と。これに対し、 私はこう言った。 「竹林が山の景色を借りて詩を評したのに対し、貴君は詩の描き出す景色に即して亭に名づけられたというわけだ。どちらも景色を喩としている。それならば、私はこの亭の景色に即して言葉を並べてみよう。
（中略）
以上のように言葉を並べることが可能なのだか
ら、景色に即 亭に名づける は もちろん結構なことで ある。しかしながら、このような趣旨での命名は一時の寓意に過ぎ いので、つまるところ、それよりも私が先 述べた事柄の方が 実がこもっていて確かである。 試み 森春濤 一門の詩集を見てみると近来優秀な弟子が輩出しており、出藍の誉 を多く見かけ 。春濤翁がご在世なら まさ 私の言葉を誤りとはなさるまい」 。すると担風が言う とには 「私は不敏ではあるが、先生 お言葉をもとに益々自ら勉め、同時に先生のお言葉 弟子たちを励ますことにし
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たい。では、早速そのような趣旨のことを書き記して、この亭の記としてください」と。
以上の筆写の解釈に大過なしとすれば、王治本は「藍亭」に新た
な意味を込め直すことにより、尾張詩派の先輩格である森春濤の一門に負けぬ一派を維持・発展させていってほしいという期待を表明したものであると言うことができるだろう
 10。
③次に、六月十八日と翌十九日の『扶桑』所載の、担風と王治本
二人の「古
園」訪問の際の作について述べることにしよう。十八
日所載のものは、王の「訪古
園坐間藍亭居士有詩、次韵請政」と
題し、 「古
即徳川源戴公手栽」という自注の附された七絶と、こ
れに対する担風 、
丙午六月十三日陪王漆園先生過訪古
園。席間予賦一詩、曰、
「奕葉門望継祖先、前藩事蹟至今伝。手栽別有将軍樹、蓊鬱清陰二百年」 。而先生高和立就。植旨渾厚、雅興
 11園主家風相称、
但予原唱、蕪雑倍常、慚甚慚甚。
〔丙午六月十三日
　
王漆園先生に
陪し古
園を過訪す。席間
　
予
　
一詩を賦して曰く、 「奕葉
　
門望
　
祖
先を継ぎ、 前藩の事蹟
　
今に至るまで伝わる。手栽
　
別に将軍の樹有り、
蓊鬱たる清陰
　
二百年」と。而して先生の高和
　
立ちどころに就る。植
旨渾厚、雅興
　
園主の家風
　
相称う。但だ予の原唱は、蕪雑なること常
に倍し、慚ずること甚だし、慚ずること甚だし。 〕
という識語である。徳川源戴公とは、賢隆院恩誉慈性源戴大居士という戒名を与えられた、 尾張徳川家の第八代藩主、 徳川宗勝
（一七〇五
～六一）
のことである。
実はマイクロフィルム資料の「
」の字の部分が不鮮明だったた
め、愛知県図書館のサービス課に調査を依頼したところ、同課人文 ・地域グループの荻田氏が、 「椎」の異体字である、この字と推定してくださり、加えて関連資料も教示してくださった。その資料によると、藍亭からやや離れてはいるが、同じ弥富市内の荷之上字石仏にあり、一九七四年に重要文化財に指定された服部家住宅の「庭にある古株は、宗勝公 幼少 時のお手植の椎と伝えている」という
 12。また、同じく荻田氏に教示していただいた岡田啓・野口道
直撰『尾張名所図会』前編巻七「赤星名神社」の条
 13の記載による
と、服部家は「故ある旧家にして 毎年六月の祭事をつかさど」っていたとされ、その祭事 は「六月
朔つい
日たち
、
市いち
腋え
輪中のうち、祭に出
づる者参詣し、
同
おなじき
七日に人形を作り、
（中略）
車だん
楽じり
に乗る
児ちご
・笛・太
鼓、及び囃子の稽古をなす。同十四日
午うまのこく
刻
、当社へ打寄り、
試し
楽がく
あ
り。この日児どもへ 柏の葉 肴を盛りて飯を出す」というようなものであったとされている。 『尾張名所図会』は 明治三十九年から七十年近く前の天保九
（一八三八）
年から約三年をかけて執筆さ
れたものであるが、担風が六月十三日に王治本を服部家住宅へ案内したのは、当時なお 祭事 陰・陽暦の違いがあるとはいえ、六月の同じ期間に何らか 形で行われて たからかもしれない
 14。
六月十九日の『扶桑』所載の担風の作も挙げておこう。
　　
古
園席上観来国光所造宝刀、率賦呈主人公
　　
担風
　
服部轍
君家宝剣勝
于ママ
将
　　
君が家の宝剣は于
 15将に勝る
鍛者其誰来国光
　　
鍛えし者は其れ誰ぞ
　
来国光
〔鎌倉末期から
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南北朝にかけての刀工〕
なり
有客脱
鞴ママ
揮作勢
　　
客の
鞴さや
より脱して揮いて勢を作すもの有り
 15 
坐中六月凛吹霜
　　
坐中
　
六月
　
凛として霜を吹く
刀を鞘から抜いて、さっと振ってみせたのは王治本だったか。
㈢佩蘭吟社六月例会
以下、王治本の弥富到着後のその他の活動の様子を描き出してみ
ることにしたい。
①聯句
　
まず、六月二十日の『伊勢』の「佩蘭雅集」という見出
しを持つ記事を引用することにしよう。
去る十七日佩蘭吟社
月つきなみ
次例集を九華阿誰児楼に開く此日尾張弥
富駅聚芳館留滞中の清国老儒王漆園翁も亦臨筵し来会の同人十二名の多きに及ぶ席上例に依り服部担風氏の清廾四家中の銭蒙叟「席間観李素心孫七歳童子草書
歌うた
」の七古一篇を講せらる
次で聯句及分韻等あり詩徴酒逐興極めて
王さかん
なりき今栢梁体の聯
句を左に録す
 17。
この六月十七日の例集でできあがった聯句は次のようなもので
あった。
江湖不道知音希
　　
江湖
　
道た
えず
　
知音
　
希なるに　　　　　
服部担風
誰児楼頭謝塵機
　　
誰児楼頭
　
塵機
〔俗縁〕
を謝す
　　　
三枝此君
夏木千章四合囲
 18　
夏木
　
千章
　
四合囲
　　
山田朶雲
　
翠嵐颯与白雲飛
　　
翠嵐
　
颯として白雲と飛ぶ
　　　
明野唫雨
廟前来敲酒家扉
　　
廟前
　
来り敲く
　
酒家の扉
　　　
辻
　
雅堂
簾波畳風涼滴衣
　　
簾波
〔簾の影の揺らめき〕
　
畳風
　
涼
　
　　　　　　　　　
衣に滴る
 
西田耕雨
此酬知涙為誰揮
　　
此の酬い
　
知るや
　
涙
　
誰が為に揮うかを　　　　
立松晴濤
　
衝吻新詩祇珠璣
　　
吻を衝く新詩
　
祇まさ
に珠璣
　　　　　　　　
田端鑑海
佩蘭践約人不違
　　
蘭を佩び
　
約を践みて
　
人
　
違わず
　　　
西塚臥山
子規叫●吾未帰
 19 
　　　　　　　　　　　　
西田香訥
寧波詩客其吟幃
　　
寧波の詩客
　
其れ幃
〔香袋〕
を吟ぜよ
　　　　　
平野鯨山
長亭亭外柳依依
　　
長亭
　
亭外
　
柳
　
依依たり
　　　　　　　　
王
　
漆園
この聯句を構成したのは、みな佩蘭吟社の社友ということになる
わけだが、ここで新たに出てきた人物について紹介しよう。山田朶雲
（？～一九四四）
は、担風が講師または顧問を務めていた名古屋の
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含笑吟社の『含笑吟社同人集
　
乙丑』
（一九二五年）
に「朶雲
　
山田
政次郎」とあり、 『含笑吟社同人集
　
甲子』
（一九二四年）
の「含笑
吟社列名」では、 その住所が「尾張国中島郡平和村」となっている。尾張平和は現在の一宮市か。 『担風詩集』巻七所収の昭和十九年の作に 「挽山田朶雲
〔三月二日〕
」 と題するものがあり、 「禅榻同参旬日前、
詎期弾指隔重泉。師生旧誼誰相似、詩酒追随五十年」と詠まれ、 「朶雲問詩於予、幾乎五十年矣」と 注が付けてある
 20から、これによ
りその没年が知られるとともに、長く担風に師事した であったことが分かる。西田耕雨は『大正三重雅人史』で桑名郡の人物とされている
（十二頁）
。三十九年九月十七日の 『扶桑』 に 「耕雨
　
西田源蔵」
として、その作品が載る人物かもしれない
 21。平野鯨山
（一八五三？
～一九一一）
は、 「名は直賢」 、 「嘉永
十ママ
六年十月十五日を以て、多度
神社祠官の家に生」まれ、 「明治六年初めて神職に就きしより、仝四十四年易簀に至るまで、殆んど四十年の久 き、専心其の職を奉じ、県下神職の長老として称せら」れた。 「殊に文事を嗜み」 、 「を森槐南・岩渓裳川・服部担風に訂し、甞て桑北吟社を起して 其の牛耳を執」ったという
 22。西田香訥は、 『扶桑』三十九年九月
十七日に「香
汭
　
西田平蔵」として作品が載っている人物かもしれ
ない。三枝此君は不明。
②散会後、聚芳館での分韻の作
　
例会がお開きになった後、王・
担風・鑑海・晴濤の四人は弥富に引き返 、鶯歌蝶舞楼
（王治本が
宿泊していた聚芳館をこう称したと考えられる）
で、 「打ち上げ慰労会」
のようなものを催した。そのとき詠まれた諸作品が『扶桑』と『伊勢』に掲載されているが、それらを整理すると、二つのタイプに分けられる。一つは「鶯歌蝶舞」の四字中の一字を韻字とす 長編の
作、もう一つはこの四字の各一字を韻字とする香奩体の七絶四首である。それらの作品群のうちのいくつかを紹介しよう。
まず、六月二十四日の『扶桑』と六月二十五日の『伊勢』所載の
前者のタイプの王治本の作である。 『扶桑』によって示し、異同ある個所は注記することにする。
　　
鶯歌蝶舞楼酒間分韻得蝶、走筆成十七韻、与藍亭・鑑海・
　　
晴濤諸君同賦
 
王漆園
蘭盟約期訂会集
　　
蘭盟
　
期を約して
　
会集を訂び
暁来便着遊山屣
　　
暁来
〔明け方〕
便ち着く
　
遊山屣
三五良朋導我行
　　
三五の良朋
　
我を導きて行かしめ
携手同登愛宕峡
　　
手を携えて同に登る
　
愛宕峡
愛宕峡上我曾
　　
愛宕峡上
　
我
　
曾て来りぬ
呑景楼前樹
匼
匝
　　
呑景楼前
　
樹
　
匼あんそう
匝
〔重なりめぐる様〕
たり
佩蘭社友十餘人
　　
佩蘭社友
　
十餘人
翩翩裙屐皆詩俠
　　
翩翩たる裙屐
　
皆
　
詩俠
蘭亭雅集有少年
　　
蘭亭の雅集に少年有り
蓮社聯盟属老衲
　　
蓮社の聯盟は老衲なり
此会執耳推藍亭
　　
此の会
　
耳を執るは
　
藍亭を推す
倚馬萬言才敏捷
　　
馬に倚りて萬言
〔たちどころに文章を作る〕
　　　　　　　　　
才
　
敏捷なり
開巻説詩既諄詳
　　
巻を開きて詩を説く
　
既に諄詳
執筆評句亦工洽
　　
筆を執りて句を評するも
　
亦
　
工洽
嗟我老去筆無花
　　
ああ我は老い去りて
　
筆に花無く
覓句閒憑画欄立
　　
句を覓めて閒に画欄 憑 立てり
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白戦酣時寸鉄無
　　
白戦
　
酣なる時
　
寸鉄も無く
再接再属相酬答
　　
再接
　
再属
　
相酬答す
酒闌日暮同帰来
　　
酒
　
闌なるうち
　
日
　
暮れて
　
同に帰り来り
復向旅亭呼肴
榼
　　
復た旅亭に
向おい
て
　
肴
榼
を呼ぶ
傾倒蒲萄酒一瓶
　　
傾倒
〔傾ける〕
す
　
蒲萄酒一瓶
紅暈纔退復添頰
　　
紅暈
　
纔かに退くや
　
復た頰に添う
諸君情興太清狂
　　
諸君
　
情興
　
太だ清狂に
重振旗皷焼紅蠟
　　
重ねて旗皷を振い
　
紅蠟を焼く
我興亦豪未肯降
 23 
我も興
　
亦
　
豪にして
　
未だ降るを肯ぜず
撿取険韻韻重畳
　　
険韻を撿び取りて
　
韻
　
重ねて
畳かさ
ぬ
率爾写出一長篇
　　
率爾として写き出だす
　
一長篇
不難排盪難妥貼
　　
排盪
〔排除〕
し難からず
　
妥貼し難し
闘険窃願効昌黎
　　
険を闘わす
〔険韻を競う〕
　
窃かに願わくは
　　
　　　　　　　　　
昌黎
〔韓愈のこと〕
に効わんことを
　
雕績総覚
媿
劉勰
　　
雕績
　
総つい
に覚ゆ
　
劉勰
〔 『文心雕龍』の著者〕
　　
　　　
に
媿
ずるを
酔中得句不自知
　　
酔中
　
句を得たるも
　
自らは知らず
醺醺一夢化荘蝶
　　
醺醺たる一夢
　
荘蝶
〔幻〕
に化す
次に六月二十五日の『扶桑』と七月七日の『伊勢』所載の同タイ
プの担風の作を挙げよう。
　　
聚芳館酒間分得舞字走筆賦二十四韻、呈王漆園先生請政、
　　
併似鑑海・晴濤二子
 
担風
　
服部轍
　　
（中略）
誰児楼在城山巓
　　
誰児楼は
　
城山の巓に在り
風光冲澹近端午
　　
風光
　
冲澹にして
　
端午
〔陽暦では六月
　　　　　　　　　　
二十六日〕
に近し
鳥巾白袷人十餘
　　
鳥巾
　
白袷
　
人
　
十餘
孰是賓客孰是主
　　
孰か是れ賓客にして
　
孰か是れ主ならん
推襟送抱偕聯歓
　　
襟を推し抱を送り
〔誠意をもって相手に接する〕
　　　　　　　　
て
　
偕に聯歓す
把臂不問旧今雨
　　
臂を把り
〔手に手を取る〕
て
　
問わず
　
旧今
　　　
雨
〔交友の新旧〕
漆園先生今碩儒
　　
漆園先生は今の碩儒
騒●斉仰霊光魯
 24 　
騒●
　
斉しく仰ぐ
　
霊光魯
恵然命駕臨此筵
　　
恵然として駕を命じて
　
此の筵に臨む
儼似山斗横天宇
　　
儼も似たり
　
山斗の天宇に横たわるに
情深醞醸気吹蘭
　　
情深く
　
醞醸して
　
気
　
蘭を吹き
如僊鬚眉自清古
　　
僊の如き鬚眉
　
自ら清古なり
玉
斝
在手笑且談
　　
玉
斝
〔酒杯〕
　
手に在り
　
笑い且つ談じ
不嫌我徒臭猶乳
　　
嫌わず
　
我が徒の臭い猶お乳くさきを
劈牋
䰗
韻総従容
　　
牋を劈き
　
韻を
䰗
る
　
総て従容たり
親炙誰 傾肺腑
　　
親炙せば
　
誰か肺腑を傾けざらん
萬言咳唾咸瓊瑤
　　
萬言の咳唾
　
咸
　
瓊瑤
臨風高唱朗音吐
　　
風に臨みて高唱すれば
　
音吐
朗あき
らかなり
七歩八叉宛良儔
　　
七歩八叉
〔詩才に恵まれた人〕
も
　
宛も良儔
　　　　　　　　　
のごとく
読者怦怦快先睹
 25 　
読む者
　
怦怦
〔ドキドキ〕
として
　
快と
く先ず
　　　
睹る
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酒酣興王日既晡
　　
酒
　
酣に
　
興
　
王さかん
にして
　
日既に晡れたり
松雲入座衣袂凉
　　
松雲
　
座に入りて
　
衣袂
　
凉しく
帆影杳渺七里浦
　　
帆影
　
杳渺たり
　
七里浦
〔桑名の七里渡のこと〕
挙目江山信美哉
　　
目を挙ぐれば
　
江山
　
信に美しきかな
先生遮莫感非土
　　
先生
　
土
〔古里〕
に非ずと感ずるなかれ
枉約後会促帰轅
　　
枉げて後会を約して帰轅を促し
颷
車一輾水之滸
　　
颷
車
〔風に乗って進む伝説上の神車〕
一たび
輾めぐ
る
　　　　　　　　　
水の滸
〔弥富のことか〕
聚芳館裡又倒樽
　　
聚芳館裡
　
又
　
樽を
倒かたむ
く
餘豪不似穿縞弩
　　
餘豪
　
縞を穿つ弩にも似ず
筆陣酒軍勢重張
　　
筆陣
　
酒軍
　
勢い重ねて張れば
香魚斫鱠銀絲縷
　　
香魚
　
斫鱠
　
銀絲縷
松生田子迭闘才
　　
松生
〔立松〕
田子
〔田端〕
迭に才を
闘きそ
う
詞藻流麗追徐庾
　　
詞藻
　
流麗にして
　
徐庾
〔南朝陳の徐陵と北
　　　　　　　　　　
周の庾信〕
を追う
先生文章世所無
　　
先生の文章は世に無き所
酔中也按倚声譜
　　
酔中にてもまた倚声譜に
按よ
る
（中略）人生七十今殊稀
　　
人生
　
七十
　
今
　
殊に稀なり
况乃風範継李杜
　　
况や乃ち風範
　
李杜を継ぐをや
慚吾腹笥
枵
然虚
　　
慚ず
　
吾が腹笥
 26　
枵
然として虚しく
　
有時雷鳴終瓦釜
　　
雷鳴する時有るも
　
終に瓦釜なるを
 27　
（下略）
鑑海にも七月二十一日の『扶桑』と同月二十四日の『伊勢』所載
の同タイプの作―「聚芳館雅集分得歌字、賦長篇奉呈漆園・担風・晴濤諸家」―があるが、省略することにする。
次に六月二十六日の『扶桑』所載の担風の後者のタイプの作を挙
げよう。
　　
用鶯歌蝶舞四字為韵、限香奩体
　　
藍亭
　
服部轍
驚鴻昨夜記軽盈
　　
驚鴻
〔美人〕
　
昨夜
　
記き
す
　
軽盈〔
すんなり
　　　　　 　　　　
して軽やか〕
なりしを
紅豆拈来空復情
　　
紅豆
〔相思樹の実〕
拈み来るも
　
空しく情を
　　　 　
復するのみ
最叵平分唯恨字
　　
最も平分し
叵がた
きは
　
唯
　
恨の字
同憐燕燕与鶯鶯
　　
同に憐れまん
　
燕燕と鶯鶯と
不耐水天閒話多
　　
耐えず
　
水天
　
閒話
　
多きに
花明玉艶奈儂何
　　
花のごと明らかに
　
玉のごと
艶
なまめか
しき
　
儂を
　　　　　　　　　
奈何せん
黄河遠上君休説
　　
黄河
　
遠く上る
　
君
　
説く休かれ
買断旗亭画壁歌
　　
旗亭
　
壁に画
〔印をつける〕
する歌を買断
　　　　　　　　
〔独占〕
せしを
豪懐不
减
黄衫俠
　　
豪懐
　
减
ぜず
　
黄衫の俠に
被酒焼残幾枝蠟
　　
酒に
被あた
り
　
焼残せる
　
幾枝の蠟か
画到梅花憶淡粧
　　
画きて梅花に到れば
　
淡粧を憶う
夢魂欲駕羅浮蝶
　　
夢魂
　
駕せんと欲す
　
羅浮の蝶
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綺夢重尋軟香土
　　
綺夢
　
重ねて尋ぬ
　
軟香土
傷心又記江南路
　　
傷心
　
又
記き
す
　
江南の路
笑吾匹似趙雪
 28崧
　
笑う
　
吾
　
趙雪崧のごとく
過少年時買歌舞
　　
少年を過ごせる時
　
歌舞を買いしを
第一首の「燕燕鶯鶯」は、 『漢語大詞典』で「比喩嬌妻美妾或年
軽女子」と釈されている言葉である
 29が、この詩には「年軽女子」
〔若い女性〕
の意味が当てはまるだろう。第二首の起句は李商隠の詩
題「水天閑話旧事」を踏まえている。難解な李商隠の詩であるから、これを担風がどのように解釈していたかは不明であるが、艶情を述べた詩と解していたことは、たぶん間違いないだろう
 30。同じ
く第二首の後半は、唐の薛用弱の『集異記』所載のいわゆる「旗亭画壁」の故事
 31を踏まえる。第三首の「黄衫俠」は、唐の蔣防の伝
奇小説「霍小玉伝」で無理やり李益と霍小玉とを再び引き合 せようとした「黄衫丈夫」を指しているだろう。同じく第三首の転句は、「南朝宋の寿陽公主が人日
（陰暦正月七日）
、含章殿の檐下で横になっ
ていたところ、梅の花がそ 額に落ちて、花弁が五枚の花となっ 。以後、額に梅花を貼る梅 粧が流行した」と う故事（
『太平御覧』
巻九七〇所引『宋書』 ）
を踏まえている。同じく結句は、 隋の開皇年間、
羅浮に遣わされ 趙師雄が仙女に出会っ が、夢から覚めると大きな梅の木の下で寝ていただけだったという故事
（旧題柳宗元 『龍城録』 ）
を踏まえているようである。第四首起句の「軟香土」は、 蘇軾が使った「軟紅香土」
（都市の繁華の形容）
の語
 32を縮めたものと見られる。
第四首の承句は、宋 姚寛の「夢中不記江南路、玉釵翠鬢驚春去」で始まる詞「菩薩蛮 を踏まえ るように思われる。第四首に
担風の「趙甌北詩云博得黄金買歌舞可憐
己ママ
過少年時
〔黄金を博して歌
舞を買うも、憐れむ可し
　
己すで
に少年の時を過ぎたり〕
」
 33との自注が付され
ているが、これは後半の詩意の説明のためである。以上、各首の中の意味の脈絡は如何となれば、不分明と言わざるを得ない面もあるものの、香奩体という制約にぴったりとかなった詩語・詩想を密にちりばめたそ 技量 、見事と言うしかない。
次に七月二十六日の『伊勢』所載の晴濤の後者のタイプの作を挙
げよう。
　　
聚芳館題壁以鶯歌蝶舞四字為韻礎、同漆園・担風・鑑海諸
　　
先輩賦、限香奩体
 
晴濤
　
立松英
酒如潮処気横生
　　
酒
　
潮の如き処
　
気
　
横生し
豪竹哀絲聊復情
　　
豪竹
〔悲しげな糸の音〕
　
哀絲
〔大きな笛〕
　　　　　 　　
聊か情を復す
舞態驚鴻粧堕馬
　　
舞態
　
驚鴻
　
堕馬
〔女性の髻が一方に偏った
　　　　　
髪型〕
を粧い
珠喉一串抵歌鶯
　　
珠喉
　
一串
　
歌鶯に抵る
薄命休言不如妾
　　
薄命
　
言う休かれ
　
妾に如かずと
流鶯誤触美人箑
　　
流鶯
　
誤りて触る
　
美人の
箑おうぎ
可憐燈火損飛蛾
　　
憐れむ可し
　
燈火
　
飛蛾を損ずるを
賸有蛛絲縛狂蝶
　　
賸お蛛絲の狂蝶を縛る有り
これには玉山堂主人
（田端鑑海）
が評を付し、その中で同タイ
プの自作を披露してもいるが、省略する。また、王治本にも六月
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二十九日の『扶桑』所載の「鶯歌蝶舞四字、限香奩体、毎字一首、同藍亭居士賦」と題する同タイプの作があるが、省略する。
七月四日の『扶桑』に「丙午古端陽節聚
舘マ
芳マ
席上聯句」と題する
藍亭・漆園の聯句が掲載されている。明治丙午年の端陽節は陽暦の六月二十六日に当たる。少なくともこ 時までは王治本 弥富にいたことが知られる。　　　
六、越前滞在中の事ども
その後、王治本は越前福井へ赴いた。その時期は、後述の王が福
井から西湖女史に送ったと見られる作品 七月十二日の『扶桑』に掲載されていることからして、古端陽節直後、六月末から七月初めにかけてであっただろうと思われる。
福井へ赴く王治本を送別する担風の次のような作が、八月二日の
『伊勢』文苑に載っている
（ 『扶桑』も同日）
。
　　
送王漆園翁赴福井二首
　　
担風
　
服部轍
有縁重訂佩蘭盟
　　
縁有りて
　
重ねて訂ぶ
　
佩蘭の盟
杜宇啼時又餞行
　　
杜宇
〔ホトトギス〕
　
啼く時
　
又
　
行を餞す
（四句省略）恰好憑君労寄語
　　
恰も好し
　
君に憑みて
　
語を寄するを労せ
　　　　　　　　
しめん
蘋園太守旧知名
　　
蘋園太守は
　
旧
　
知名
夜闌飲別旧詞盟
　　
夜
　
闌にして
　
飲して別る
　
旧詞盟
不碍離歌一再行
　　
碍げず
　
離歌
　
一再
　
行わるるを
釧動花飛留話柄
　　
釧
　
動き
　
花
　
飛ぶを
　
話柄に留め
珠光剣気入心声
　　
珠光
　
剣気
　
心声に入る
何時風雨重聯榻
　　
何れの時か
　
風雨
　
重ねて榻を聯ねん
明日関河先計程
　　
明日
　
関河
　
先ず程を計れ
聞説福城煙月好
　　
聞きくなら
説く
　
福城は
　
煙月
　
好しと
筝楼笛榭遍題名
 34　
筝楼
　
笛榭
　
遍く名を題せよ
第一首末句の「蘋園」とは、当時福井県知事を務めていた阪本釧
之助
（一八五七～一九三六）
の号である
（別号三橋）
。蘋園は尾張藩士
永井匡威の三男で、王治本が親しくしていた永井禾原
（一八五二～
一九一三）
の実弟である。第二首の頷聯は銭謙益の「金陵雑題絶句
二十五首継乙未春留題之作」其の三の「釧動花飛戒未
賖
」の句と、
呉嵩梁
（号蘭雪。一七六六～一八三四）
の『香蘇館詩集』に対する洪亮
吉
（字稚存。一七四六～一八〇九）
の評跋の「詩必有珠光剣気、始信其
不可磨滅。蘭雪詩珠光七分、 剣気三分
（下略） 〔詩は必ず珠光剣気有りて、
始めて磨滅す可からざるを信ず。蘭雪の詩は珠光七分、剣気三分〕
」の一節
を踏まえているだろう。このような詩論が二人の話題になっていたことを反映した表現と見ていいだろう
 35。
これら二首の後に、 『扶桑』では評者「蓮舫主人」
 36が次のような
王治本の「和作」を「併録」し る。
越北雲山訪旧盟
　　
越北の雲山
　
旧盟を訪ねんとし
春風有約已遅行
　　
春風
　
約有りしも
　
已に行に遅れたり
秖
憐萍水空留迹
　　
秖
憐れむ
　
萍水
　
空しく迹を留むるを
却喜梅霖乍断声
　　
却って喜ぶ
　
梅霖
　
乍ち声を断つを
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鯏浦愁添三歳感
　　
鯏浦
　
愁い
　
添えたり
　
三歳の感
駅車電逐一朝程
　　
駅車
　
電のごと逐う
　
一朝の程
天涯飄泊成何事
　　
天涯
　
飄泊して何事をか成せる
詩酒塲中浪得名
　　
詩酒塲中
　
浪いたず
らに名を得たるのみ
最難消遣是詩盟
　　
最も消遣し難きは是れ詩盟
〔詩人の盟会〕
一曲陽関賦短行
　　
一曲の陽関
　
短行
〔短篇の詩文〕
を賦す
裊繞多情唯柳色
　　
裊繞として情多きは
　
唯
　
柳色
纏綿不断有琴声
　　
纏綿として断たざるは
　
琴声有り
空中樹影連燈影
　　
空中の樹影
　
燈影に連なる
此去山程又水程
　　
此れより山程
　
又
　
水程
試問尊前歌舞女
　　
試みに問わん
　
尊前
　
歌舞する女
紅箋我欲記花名
　　
紅箋
　
我
　
花名
〔いわゆる源氏名〕
を記せん
　　　　　　　　　
と欲す
同日の『扶桑』には、右の第一首に再度畳韻した王治本の次のよ
うな作も掲載されている。
　　
再畳盟韻、録請藍亭居士敲正、
幷
似鑑海・晴濤二吟友
　　
漆園
　
王治本
〔在福井〕
多情自古属吟盟
　　
多情は古より吟盟に属す
高唱踏歌送我行
　　
高唱
　
踏歌して
　
我が行くを送る
（中略）凝眸越嶺雲千畳
　　
眸を凝らせば
　
越嶺
〔越前の山々〕
　
雲
　
千畳
回首蘇川路幾程
　　
首を回らせば
　
蘇川
〔木曾川〕
　
路
　
幾程
昨夜飛魂相把晤
　　
昨夜
　
飛魂
　
相
　
把晤
〔顔を合わせ握手する〕
し
与君携手訪天名
　　
君と手を携え
　
天名を訪ねたり
この詩に王治本は「昨夜夢中、与君同訪鑑海、未知君亦同夢否、
天名村名」との自注を付している。数か月前、鑑海の山房を訪問した時のこと
 37を思い出しているのである。
七月二十三日 『伊勢』文苑には西湖女史の「寄懐王漆園先生二
首」が、また、二十七日には、これに次韻した晴濤の「用漆園先生 ・西湖内子
子ママ
唱和韻、寄懐王先生在福井、
幷
兼送別意」が、それぞれ
掲載されている。この二つの詩題を突き合わせれば、西湖女史は晴濤の妻であったことが分かるが、さらに七月三十日の同紙「文苑」所載の彼女の作に「寄懐担風家兄 するものがあることにより、彼女がまた担風の妹でもあっ こと 知られる
 38。
ここで、西湖女史の作の第二首を引いておくことにしよう。
　　
寄懐王漆園先生二首
（其の二）
　　
西湖女史
倦繡時憑榻
　　
繡に倦む時
　
榻に憑れば
緑陰凉満庭
　　
緑陰
　
凉
　
庭に満つ
看松想高格
　　
松を看て
　
高格
〔高い人格〕
を想い
対鶴憶遐齢
　　
鶴に対して
　
遐齢
〔高齢〕
を憶う
山影簾前落
　　
山影
　
簾前に落ち
泉声枕上聴
　　
泉声
　
枕上に聴く
凝眸雲樹杳
　　
眸を凝らせば
　
雲樹
　
杳かに
詩夢到旗亭
　　
詩夢
　
旗亭に到る
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第一首は「知、随、枝、思、移」を韻字とする作であるが、これ
に次韻した「西湖女史為藍亭居士令妹、晴濤詞契淑配也、昨由藍亭居士簡示贈詩一律、披誦再四、覚半神秀逸、洵不
减
班姫団扇詠
 39也、
次韵奉答、録博女史一粲、
幷
似晴濤詞契」と題する王治本の作品が
七月十二日の『扶桑』に載っている。
ところで、王治本が福井へ行った目的は何だったのかということ
になるが、 それを考えるうえで手掛かりになりそうなものの一つは、上引の担風の送別詩に対する彼の和作第一首の首聯の詩句であろう。すなわち、 「越北」 「旧盟」を春のうちに訪れる約束をしていたのである。実は彼は前三十八年の十二月にも、当時滞在中だった金沢を離れ、福井を訪れている
 40。この時の彼の福井滞在中の活
動を窺うことのできる資料として筆者が入手している のは二種だけで、その一つは、福井県立図書館所蔵 山本小坡
（翼）
なる人物
の『小坡唫稿』と題さ た詩の稿本である。この稿本に小坡が三秀園
（福井藩家老邸宅跡）
などで王治本・阪本蘋園・
土は
生ぶ
笙東
（一八六四
～一九四三）
らと唱和した作品が記されている。土生は、 彰がその名、
福井新聞主筆を務めていた人物である。王治 の約束とは、越前在住のこれらの人たちとの約束であっただろうか。
もう一つの資料は、東京市麴町区下二番町四十六番地土肥方を連
絡先または本部とする武生郷友会所発行の『武生郷友会誌』
 41第弐
拾七号
（三十九年十二月）
に収載されている松村半川の『丙午前集』
である。その中に、王治本と 交流の跡を示す作品―七絶「丙午盛暑訪
園王治本先生于古名荘旅舘、席上次笙東詩臺顔
 42」 、七律「
園王治本先生見寄、次韻却呈」 、七絶「寄懐
園王治本先生在横濱、
併謝来遊中不興、用三峰閣詩韻」―がある。同誌巻末の会員名簿に
よると、松村半川
（一八六一～？）
は茂隆がその名で、 「武生町医」 。
三十六年三月発行の『百花欄』三集にその作が載り、巻末の「作家姓氏」に「半川散史
　
松村茂隆号清廉居士木公楼主人
　
文久元年八
月廿五日生
　
越前人
　
南条郡武生町旭住」とある。第一作の題には
「笙東」の名も見える。第一作は起句が「佳賓載筆入笙城」となっているが、 「笙城」は敦賀の雅称である。以上の断片的な事柄をつなぎ合わせて想像をたくましくすれば、王治本は越前滞在中、福井市のみでなく、少なくとも武生・敦賀まで足を延ばし、松村半川土生笙東らと詩文交流をし のではないかと思われる。
　　
七、再び名古屋へ
王治本はまもなく名古屋に戻ってきた。その時期は、後述する豊
橋での王治本との会合を詠んだ戸田忠正の詩の題に八月十七日という日付が含まれていることから見て それより少しさかのぼって遅くとも八月十日前後ではなかったかと思われる。この時 王治本が主催して名古屋の料亭で「群賢と会」した時の諸作品が、九 三日の『伊勢』文苑に掲載されている。含笑吟社の同人たち 呼びかけて催した会のように思われる。王治本の二首と吉 雋石 作を挙げよう。
　　
傍花随柳酒楼席上分韻
　　
王漆園
未敢擬遊仙
　　
未だ敢えて遊仙に擬せざるも
行踪去復旋
　　
行踪
　
去きて復た
旋かえ
りぬ
随身携硯匣
　　
身に随えて硯匣を携え
到処蔽吟筵
　　
到る処
　
吟筵を
蔽ひら
く
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蟬語新凉夜
　　
蟬語
　
新たに凉しき夜
荷香薄暮天
　　
荷香
　
薄暮の天
柳城名勝地
　　
柳城
〔名古屋のこと〕
は名勝の地
置会酒群賢
 
 43　
置酒して群賢と会す
　　
又
　　
同
傍花随柳蔽瓊筵
　　
傍花随柳
　
瓊筵を蔽く
無限離愁一短篇
　　
無限の離愁
　
一短篇
老樹有声燈有影
　　
老樹に声有り
　
燈に影有り
新凉如水酒如泉
　　
新凉
〔秋冷〕
は水の如く
　
酒は泉の如し
碧雲楼外秋聞笛
　　
碧雲楼外
　
秋
　
笛を聞き
紅藕池中夜放船
　　
紅藕池中
　
夜
　
船を放つ
明日分襟相別去
　　
明日
　
襟を分かちて
　
相別れ去らば
重逢不識在何年
　　
重ねて逢うは
　
識らず
　
何れの年にか在らん
　　
同
　　
吉田
　
雋石
紅楼留客帯微酡
　　
紅楼
　
客を留めて
　
微酡を帯び〔
ほろ酔い
　　　　　 　　　　
状態になる〕
唱到離歌漾酒波
　　
唱いて離歌に到れば
　
酒波
　
漾う
嫋嫋西風凉満地
　　
嫋嫋たる西風
　
凉
　
地に満ち
秋声更比雨声多
　　
秋声
　
更に雨声より多し
その他、長白雲、広岡琴雨、中島樟南の作品が掲載されている。
二十年近く後の資料になるが、 『含笑吟社同人集甲子』
（大正十三年）
含笑吟社列名によれば、吉田雋石は、その名が初造、尾張国東春日
井郡守山町二十軒家在住、広岡琴雨
（一八七三～？）
は、その名が崇、
名古屋市東区白壁町二丁目在住、中島樟南
（一八七六～？）
 44は、そ
の名が中島清一、名古屋市 である。長白雲は長谷部白雲のことだろう
 45。
　　
八、豊橋での詩文交流
王治本の豊橋滞在はさほど長くはなかったはずだが、幸い、彼が
この地で唱和した漢詩の資料は、豊橋発行の地方紙『新朝報』所載の作品を中心に、印刷 鮮明なものが比較的多く得られる。それらの作品を整理して、紹介することにしたい。
まず、八月二十一日の『新朝報』文苑に「漆静唱和」と銘打ち掲
載されている、酔翁亭 の唱和の諸作品である。 「静」とは、幕末水戸藩家老で尊王志士と 活躍した戸田忠太夫 諱は忠敬の孫で堤正斎に学んだ英才の一人
 46、戸田忠正
（一八五八～一九二八）
のこ
とである。字は徳文、初号は有終斎、後に静学と改めた。十三年、愛媛県警部、十五年、判事補から判事に昇任、各地 裁判所に転任し、 三十一年以来、 豊橋で勤務していた
 47。三十七年発行の 『百花欄』
十二集臨時増刊所載「花欄千家」では「豊橋区裁判所長」となっている。皮切りの一首を挙げよう。
　　
静学仁兄招飲酔翁榭、酒間即景
　　
漆園
　
王治本
橋燈一点
蘸
波紅
　　
橋燈
　
一点
　
波に
蘸
りて紅に
砕影如鱗蕩漾中
　　
砕影
　
鱗の如く
　
中に蕩漾す
明月不来凉不動
　　
明月
　
来らず
　
凉
　
動かず
詩人把酒倚欄東
　　
詩人
　
酒を把りて
　
欄東に倚る
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東韻のこの詩に静学が次韻したのが、次に掲げる作である。
　　
次韵
　　
静学
　
戸田忠正
夜泊蓬窓孤燭紅
　　
夜
　
泊すれば
　
蓬窓
　
孤燭
　
紅に
那辺吹笛水声中
　　
那辺
〔どこ〕
の吹笛か
　
水声の中
同文友会酔翁榭
　　
同文の友
　
会す
　
酔翁榭
娥影恨無来檻東
　　
娥影
〔月光〕
　
恨むらくは
　
檻東に来る無し
実は、九月二十八日の『伊勢』文苑に「丙午八月十七夕豊橋酔翁
水榭酒間即景、同漆園老人賦、次韻」という題で掲載されている静学の作二首の第一首がこれと同一であり
 48、 この題により、 この「漆
静」面会の日にちが知られるのである。
八月二十一日の「漆静唱和」には、静学の元韻の七律「丙午春日
偶拈」と、これに次韻した王治本の次の作も掲載されている。
さて、八月二十四日の『新朝報』文苑 「漆静唱和（承前） 」
として、静学・王、それぞれ 東韻の作 重畳したものと、静学の元韻の作の重畳したものとが載っている
 49。静学の元韻の作のみ掲
げるこ にする。
　　
畳元韻再示漆園翁
　　
静学々人
遊踪無処不消魂
　　
遊踪
　
処として消魂せざるは無きも
印得東西雪爪痕
　　
印し得たり
　
東西
　
雪爪の痕
何日帝都尋旧約
　　
何れの日か
　
帝都に
　
旧約を尋ね
夢香洲畔酔江村
　　
夢香洲
〔東京の向島〕
畔
　
江村に酔わん
上記の諸作とは別の日のことと思われるが、八月二十五日の『新
朝報』文苑には、王が静学宅を訪れ、覃韻の「感懐」と題する作を示されて、これに和して詠んだ「丙午夏遊次豊橋、過訪静学戸田詞宗、談次出示感懐覃韵佳作、索和、率成一律、録呈吟壇、敬求敲政」詩
 50と、これまた別の日の作である可能性があるが、 「園、喧、痕、
村、尊」を韻字とする七律「丙午初秋辱承招飲百華園、酒間与静学外翰・松荷上人同賦。余率成一律録此、
㠯
博愛古飼
 51兄大雅一粲、
併希玉和」 、 「園、喧、尊」を韻字とする七絶 百花園更科水榭雅集即景」及びその「一畳韵」 「二畳韵」 「三畳韵」の作、すなわち百華（花）
園に招かれた時の作の、計五首が載っている。
ここでは後者の作品系列の唱和の様子を見ていくことにしたい
が、まずその場所と、新たに加わった人物について簡単に触れておこう。百花園とは、豊川に臨み四季折々の風情を見せる花畑と、その一画に建つ料亭を合わせた名称で、その名が高めら たのは 渡辺崋山の第二子の渡辺小華
（一八三五～八七）
が明治十年に豊橋の吉
田神社境内に居を構えたころであったという
 52。人物の方は佐藤又
八編『東参故人百家詩存』の説明に徴すること する。松荷上人（一八四四～一九二三）
とは、名が義堅、仙寿山房と号し、豊橋市東
田町の全久院の主僧であった武田松荷 こと、愛古詞兄とは、 「旧豊橋藩士荊山ノ男」で、 「父ノ薫陶ニヨリ詩書ヲ能クシ明治ノ初メ十七六区戸長ヨリ渥美郡書記トシテ永ク公職ヲ奉」じ 金子
鼎かなえ
のこ
とである
 53。
八月二十六日の『新朝報』文苑には、上記の王の七絶に次韻した
静学の計四首が載っている。うち、三首を挙げよう。
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百花園更科水榭雅集、次漆園王先生韵
　　
静学
　
戸田忠正
来会臨江深翠園
　　
来り会す
　
江に臨む
　
深翠園
酒詩徴逐避時喧
　　
酒詩
　
徴逐して
　
時の喧しきを避く
堪嗤利走名奔事
　　
嗤うに堪えたり
　
利に走り名に奔る事
俗士不知詞客尊
 54　
俗士は知らず
　
詞客の尊きを
　　
二畳韵
　　
仝人
詞章婉絶圧随園
　　
詞章の婉絶なる
　
随園
〔袁枚のこと〕
を圧す
衆口伝声湖海喧
　　
衆口
　
声を伝えて
　
湖海
　
喧し
名土
 55黄泉今不見
　
名土
　
黄泉
　
今は見えず
当年夢影付青尊
　　
当年の夢影
　
青尊に付せん
この詩には作者の「名士謂渡辺小華翁。々曾住百花園、廿年前漆
園翁過訪云。故及」との自注がある。 「廿年前」とあるが、王治本が百花園を訪れたのは、二十四年前の明治十五 六月のことであった
 56。　　
三畳韵
　　
仝人
百花落後酔凉園
　　
百花
　
落ちし後
　
凉園に酔う
蟬語水声徹耳喧
　　
蟬語
　
水声
　
耳に徹して喧し
何必人間羨青紫
　　
何ぞ必ずしも人間
　
青紫
〔高位高官のたとえ〕
　　　　　　　　　
を羨まん
従来文士布衣尊
　　
従来
　
文士は
　
布衣
　
尊し
八月二十八日の『新朝報』文苑には、金子愛古が上記の王の七律
に次韻した作一首と、上記の王の七絶に次韻した作二首とが載っている。それらを挙げよう。
　　
丙午初秋招待漆園老先生於有百花園、用慰覊愁。時静学・
　　
松荷二友来会、飲先生、即席賦一律見贈、恭次芳韵以謝之。
　　
愛古
　
金子鼎
招待先生酌小園
　　
先生を招待して
　
小園に酌む
蓊蓊老樹早蟬
 57喧
　
蓊蓊
〔盛んに茂る様〕
たる老樹
　
早蟬
　
喧し
詩題粉壁留新句
　　
詩
　
粉壁に題して
　
新句を留め
酒漬吟襟認旧痕
　　
酒
　
吟襟に漬きたれば
　
旧痕を認む
一味凉風流水岸
　　
一味の凉風
　
水岸に流れ
半竿残照隔山村
　　
半竿の残照
　
山村を隔つ
此遊尽日多遺憾
　　
此の遊
　
尽日
　
遺憾
　
多し
聊解覊愁訖緑尊
　　
聊か覊愁を解きて
　
緑尊を
訖お
えん
　　
百花園更科水榭雅集即景畳韵
　　
愛古
　
金子鼎
緑樹陰々避暑園
　　
緑樹
　
陰々たり
　
避暑園
凉風渡岸水声喧
　　
凉風
　
岸を渡り
　
水声
　
喧し
不知炎熱襲来処
　　
炎熱の襲い来る処を知らざるも
静養吟情各自尊
　　
静かに吟情を養わば
　
各自
　
尊し
　　
二畳韵
　　
仝人
風流雅会百花園
　　
風流なる雅会
　
百花園
樹々蟬声倒
 58午喧
　
樹々の蟬声
　
午まひる
に
倒いた
りて喧し
炎熱不知去何処
　　
炎熱は知らず
　
何れの処にか去りぬる
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興来重酌酒清尊
　　
興
　
来りて
　
重ねて酌む
　
酒清き
尊たる〔
清酒のこと〕
一方、八月二十九日の『新朝報』文苑には、上記の王の七絶に次
韻した武田松荷の作二首と王治本自身の作一首、 及び「百花園即事」と題する愛古と松荷の各一 が載っている。それらを挙げることにしよう。
　　
同席上畳韵
　　
松荷
　
武田義堅
遠越波濤離故園
　　
遠く波濤を越えて
　
故園を離れ
偶遊豊水棹声喧
　　
偶たま豊水
〔豊川のこと〕
に遊べば
　
棹声
　
喧し
営々塵務非吾事
　　
営々たる塵務は
　
吾が事に非ず
咲坐凉臺倒酒尊
　　
咲わら
いて凉臺に坐りて
　
酒尊を
倒かたむ
く
　　
二畳韵
　　
仝人
禅房朝去到花園
　　
禅房
　
朝に去りて
　
花園に到れば
清話吟声入耳喧
　　
清話
　
吟声
　
耳に入りて喧し
半日風流豊水畔
　　
半日の風流
　
豊水の畔
飛杯探匀対師尊
　　
杯を飛ばし
　
匀を探りて
　
師尊
〔先生〕
に対す
　　
四畳韵
　　
漆園王治本
罸令何須金谷園
　　
罸令
　
何ぞ金谷園を須いん
 59
風流韵事脱塵喧
　　
風流韵事
　
塵喧
〔俗世間〕
を脱す
天涯今日重知已
 60　
天涯
　
今日
　
知已
　
重くわ
わる
相約論文倒一尊
　　
相約し文を論じて
　
一尊を倒けん
　　
百花園即事
　　
愛古金子鼎
樹々千章蟬萬声
　　
樹々
　
千章
　
蟬
　
萬声
江光満面入窓明
　　
江光
　
面に満ち
　
窓に入りて明らかなり
水流迂曲山容遠
　　
水流
　
迂曲して
　
山容
　
遠く
一望百花園裏晴
　　
一望すれば
　
百花園裏
　
晴れたり
　　
同
　　
松荷
　
武田義堅
一葉梧桐揺落秋
　　
一葉の梧桐
　
揺落する秋
豊橋々畔作優游
　　
豊橋々畔
　
優游を作す
吟哦賡和風流宴
　　
吟哦
　
賡和
　
風流の宴
日入西山尚未休
　　
日
　
西山に入るも
　
尚お未だ
休や
まず
当時の豊橋での交流の跡を示すものとして、最後に、八月三十日
の『新朝報』文苑に載る四人の聯句を挙げよう。
　　
百花園紗羅姊娜
 61亭雅集柏梁体
古名園迎老詞人〔静学〕
　　
古名園に老詞人を迎う
吐出聯珠句々新〔松荷〕
　　
聯珠を吐き出だして
　
句々
　
新たなり
清興覓得酔餘身〔愛古〕
　　
清興
　
覓め得たり
　
酔餘の身
旗亭恰好水之濱〔漆園〕
　　
旗亭
　
恰も好し
　
水の濱
吟声也和水声頻〔静学〕
　　
吟声も水声に和して頻りに
不覚半日酔佳賓〔松荷〕
　　
覚えず
　
半日
　
佳賓に酔う
凉風颯々動青蘋〔愛古〕
　　
凉風
　
颯々として
　
青蘋を動かし
狂歌反被俗人瞋〔漆園〕
　　
狂歌
　
反って俗人に瞋らる
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おわりに
九月二十一日の『伊勢』文苑に、王治本の七律二首が掲載されて
いる。その一つは、 「乞巧節一夕湖心亭宴、次董綬
 62経秋曹韻、与
永井禾原・岩渓裳川同賦」と題するもので、東京上野の湖心亭で董綬経・永井禾原・岩渓裳川
（一八五二～一九四三）
と交流した詩宴で
の作であるが、 「乞巧節」という語から、この年の陰暦七月七日、すなわち陽暦の八月二十六日までに王治本が東京に帰っていたことを知ることができる
 63。
もう一つは、 「寄懐勢羽尾三諸友」と題するもので、 「勢羽尾三」は、
今回の旅で彼が通過した伊勢・越前・尾張・三河を指 語と考えられ
 64、それぞれの地で交流した相手にこの詩を送ったことが考えら
れる。残念ながら、不鮮明な個所が多いため、初めの二句と末句のみ示すことにする。
相逢恨短別偏長
　　
相逢うは
　
短きを恨み
　
別れのみ偏に長し
回首天涯各一方
　　
首を回らせば
　
天涯
　
各おの一方
（五句略）不堪秋雨泣寒
螿
　　
堪えず
　
秋雨
　
寒
螿
〔ツクツクボウシ〕
　
泣くに
これに次韻した豊橋の三人の作が九月二十一日の『新朝報』文苑
に載っているので、そのうち静学と松荷の作を挙げよう。
　　
次王漆園見寄韵、代簡答此
　　
静学
　
戸田忠正
碧雲紅豆抽愁長
　　
碧雲
〔遠方のたとえ〕
の紅豆
　
愁いを抽いて長く
千里相思天一方
　　
千里
　
相思う
　
天の一方
梦破月残風暁底
　　
梦ゆめ
　
破れ
　
月
　
残ざん
す
　
風暁
〔風のある早朝〕
の底
心馳山美水明郷
　　
心は馳す
　
山美しく水明らかなる郷
游蹤随処新盟就
　　
游蹤
　
随処
　
新盟
　
就らん
邂逅何辺旧約償
　　
何れの辺りにか邂逅して
　
旧約をば償わん
南浦昨従送帰舫
　　
南浦
 65　
昨
このまえ
帰舫を送りしより
苦吟日夕伴寒
螿
 66　
苦吟
　
日夕
　
寒
螿
に伴う
　　
次韵王治本老詩伯見寄詩却寄
　　
松荷
　
武田義堅
詩話禅談日不長
　　
詩話
　
禅談してより
　
日
　
長からざるも
江東渭北異遊方
　　
江東
　
渭北
　
遊方を異にす
羨君花月吟他土
　　
羨む
　
君
　
花月
　
他土に吟ずるを
憐我晨昏酌故郷
　　
憐れむ
　
我
　
晨昏
　
故郷に酌むを
燕子旧巣空有跡
　　
燕子の旧巣
　
空しく跡有るのみ
鴈書新韵欲相償
　　
鴈書の新韵
　
相償わんと欲す
秋風万里白雲起
　　
秋風
　
万里
　
白雲
　
起ち
夜々閑聞喞々
螿
　　
夜々
　
閑に聞く
　
喞々たる
螿
最後に、王治本が弥富を去った二十二年後に服部担風が詠んだ
詩
 67も挙げておこう。　　
十月念一日佩蘭雅集、次壁間所掲王漆園詩韻
昔年春夢記尋芳
　　
昔年
　
春夢
　
芳を尋ね
〔美しい景色をめでる〕
　　　 　　　　
しを
記き
す
今日秋風籬菊香
　　
今日
　
秋風
　
籬菊
　
香し
笑我已過周甲子
　　
笑え
　
我
　
已に周甲子
〔還暦〕
を過ぐるも
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詩成懶復費雌黄
　　
詩
　
成りて
　
懶く復た雌黄 〔
書き改めること〕
　　　　　　　　　
を費やすを
影事茫茫属頓揚
　　
影事
〔幻影のようにはかない事物〕
茫茫たるは
　　　　　
頓揚
〔明代の金陵の名妓、頓文と楊玉香〕
にして
尊前慣唱杜韋娘
　　
尊前
　
唱うた
うに慣れたるは
　
杜韋娘
〔唐代の歌妓〕
因賡題壁故人句
　　
壁に題せる故人の句に賡 るに因り
憶殺当年翰墨場
　　
憶殺す
　
当年の翰墨場
すでに還暦を越えた担風が、王治本の残した詩にたまたま次韻し
たことにより、
己おの
が壮年時代の、王治本を迎え歌妓も交えての華や
かで楽しかった詩宴の思い出がまざまざと脳裏によみがえり、感慨に浸っているのである。
（しばた・きよつぐ
　
本学教授）
　　　
注
１
 『服部担風先生雑記』上、九十七～九十八頁。
２
 明治丙午年の「夏五」は陽暦の六月二十二日から七月二十日の間に当たる。
３
 陳玉堂編著『中国近現代人物名号大辞典』 （浙江古籍出版社、二〇〇五年）によれば、阮舜琴は同治・光緒間の、浙江慈渓の人。初名は鰻昌で、舜琴はその字。貢生。何度も省試を受けたが合格せず、その後、日本へ出かけたという （三二四頁） 。 王 本と同郷であるが、 その具体的な関係は不明。 『伊勢』を調査してみると、四十一年の五月ごろ伊勢に滞在していたらしく思われ、 担風の『養痾詩紀』 （四十一年）に舜琴の題詩がある。蝶如によれば、舜琴は四十一年の春、担風を弥富に訪ねたという（ 『服部担風先生雑記』 、
二三七頁） 。
４
 本稿（上）では立松晴濤の生年を記さなかったが、その後、判明したので、補っておく。一八七五（明治八） 生まれである。 『百花欄』十二集臨時増刊（三十七年）所載「花欄千家」による。
５
 礼服を着けて巨石を拝した宋の米芾 故事（ 『宋書』本伝）を踏まえるか。
６
 いずれも六月二十四日の『伊勢』にも載り、前者は『伊勢』では「藍亭雅集分得雲字、奉呈主人与漆園翁、曁晴濤・雅堂・臥山諸子同賦」に作る。
７
 この作品は『臥山詩鈔』巻一にも収録されている。但し題の「諸君」を「諸賢」に作り、詩句にも若干の異同がある。
８
 「茉莉巷」森春濤が東京で吟社を開いた下谷摩利支天横町（現台東区上野）のこと。 「藍亭」服部担風とその一門のこと。 及門」門下生。 「竹林詩評詩話 一種 撰者不詳。 「謝朓」南北朝南斉の詩人。 「霏嵐」の「嵐」を『説郛一百二十
』
八十所収の『竹林詩評』では「藍」に作る。 『扶桑』の
誤りである可能性が高い。 「多度之峰」三重県北部の多度山 岐蘇之水」木曾川。 「慈藍」未詳。 「観蓮百詠」三十三年刊の担風の詩集『江西観蓮集』のこと。 「茉莉髯翁 森春濤のこと。
９
 王治本と服部担風及びその門下生たち の最初の出会いは、実際はこの年の四月十五日に桑名の愛宕楼で開かれ 佩蘭吟社の例会におい である。本稿（上）四十一～四十三頁。10 実は、 冨長蝶如が、 始終藍亭に出入していた ろの記憶に基づき、 「藍亭記」の大意を「漆園が、この記文のはじめに、 『茉莉巷凹処』の森春濤をかつぎ出しているのは、著想としてはいか も自然なことである 春濤が 尾張の人であるし 彼が東京に在っ 『新文 』を刊行しつつ、詩壇 気運を一時左右したの 当然無視さるべきでない。 気運に乗じて多く詩人が出てきた だが、 先生もそ 一人の、 しかも重要なる一人であった。漆園は、ここから筆をつけて、あの『出藍』という語をうまく活用している。尾張人である先生の、その才や学 春濤の流派をひくもの うちで、
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実に卓然と傑出していることは、いわゆる『出藍』のほまれを得ているものだというのである。 （中略）漆園は、そこから筆を一転して、先生の書斎から見える伊勢の群峰の『翠藍』の色をこまかに描写している。 （中略）そして、先生が書斎に名づけるのに、 『藍亭』と称するのは、こうした自然の美 さをとり れて、自然の中に、そのこころを融合せしめたその心境を、この『藍』の一字に象徴したものなのだろう（以下略） 」と記述しているが 不十分と言わざ を得ない。11 この「興」は「與」 （新字体は「与」 ） 誤りである可能性もあ 。12 財団法人文化財建造物保存技術協会編『重要文化財
　
服部家住宅（主屋・
離座敷）修理工事報告書』 （服部家住宅修理委員会、一九七九年）四頁。13 臨川書店、一九九八年発行の「版本地誌大系十七」所収 大日本名所刊行会編 「大日本名所図会」 第一輯第九編 『尾張名所図会』 （ 一 による。14 なお、弥富市教育委員会生涯学習課文化財グループの服部一宏氏に問い合わせたところ、服部家住宅（服部弥兵衛家） 服部担風家 間には、史料の現存する近世以降に関する限り、血縁関係などは見出せないとのことであった。15「于」は「干」の誤りと考えられる。 干将」は古代の名剣の名。16 「鞴」は「鞘」の誤りと思われる。 「作勢」はこの場合、刀で何かを切る格好をすること。17 「清廾四家」は、ここでは書名で、冬野中嶋一男編『廿四家選清廿四家詩』（出版元は森春濤、十一年）を指すものと見 銭蒙叟は、牧斎または蒙叟と号した銭謙益 （一五八二～一六六四） のこと。 『服部担風先生雑記』によれば、 「 「清廿四家詩」三冊は先生がことに愛読したもので こ 書の講義は何度もくり返して」いた 上、 十一頁） 。18 杜甫「陪鄭広文遊何将軍山林
　
十首」其の二の「百頃風潭上、 千章夏木清」
（千本ほどの夏木立が清らかに茂っている）を下敷きにしてい ようである。 「四合囲」は四人が両手で抱え 太さ
19 この句は解釈不可能。20 それぞれ書き下しておく 「禅榻
　
同に参ず
　
旬日前、詎ぞ期せん
　
弾指
　
重泉に隔てられんとは。師生の旧誼
　
誰か相似たらん、詩酒
　
追随するこ
と五十年」 、 「朶雲
　
詩を予に問うこと、幾ど五十年なりき」 。
21 桑名郡多度村々長、従七位、陸軍歩兵中尉
　
西田源蔵（一八九六～？）の
父親（源蔵。庄屋。郡会議員、 村長その他を務めた）である可能性がある。伊勢新聞社桑名支局編『人物月旦』 （一九三三年）三十五頁「名望家を語る
　
桑名郡多度村々長
　
従七位
　
陸軍歩兵中尉
　
西田源蔵氏」 の項による。
22 桑名郡教育会編、 辻市治郎（雅堂の本名） 『桑名郡人物誌』 （桑名郡教育会、一九二一年）一二三～一二四頁。23 第十四句の「洽」 、 第十六句の「閒憑」 、 第十八句の「属」 、 第二十四句の「旗」 、第二十五句の「我興 を、 『伊勢』ではそ ぞれ「愜」 、 閑倚」 、 「厲」 、 「旆」 、「興我」に作る。第十八句は『伊勢』の方が適切であり、 第二十五句は『扶桑』の方が適切である。その他は両者、大差ない24 「●」 の部分は 『扶桑』 『伊勢』 、 いずれも不鮮明 るが、 文脈から見て、 「壇」である可能性が高い。 「霊光魯」は通常「魯霊光」 、 偉大な人物のたとえ。25 この後、一句脱しているはずだが、 字句は不明。26 「腹笥」は、 『後漢書』辺韶伝の故事に基づき、腹中に記憶した書籍や有する学問のこと。27 『楚辞』卜居の「瓦釜雷鳴」に基づき、 大きな音を立てることがあるものの、土釜に過ぎない、すなわち凡才であるの意。28 この「雪」は「雲」の誤りと考えられる。29 『漢語大詞典』第七巻二九七頁。30 この詩は七律で、唐の韋縠の『才調集』には、こ 題 載っているが 他本では「楚宮二首」の第二首として掲載されてい （ 一首は 十二峯前落照微」を起句とする七絶） 。劉学鍇（一九三四～） ・余恕誠（一九三九～二〇一四）共著の『李義山詩歌集解』 （中華書局、一九八八年）が「箋
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評」の中で引く十九家のうち、詩の内容について言及した者はほとんど艶情を述べた作と解しており、著者の劉・余両氏も「似艶詩」と述べている（七八四～七八九頁） 。なお、鍾来菌氏が『李商隠愛情詩解』 （学林出版社、一九九七年）においてこの詩を取り上げ（ 「水天閑話旧事」の題で） 、 「注釈」「詩解」 「今訳」をしておられるので、参照されたい。31 次のような故事である。粉雪のちらつく、開元年間のある寒い日、詩人として名を斉しくしていた王昌齢・王之渙・高適の三人が旗亭へ行ったところ、歌妓四人が登楼 楽を奏で歌を歌っ いた。これを見た昌齢がこっそり次のような提案をした。歌妓が自分た 三人の中 誰かが作った歌を歌ったら、 壁に印をつけよう 昌齢作 た者が二人、 高適作をた者が一人だった。之渙 番器量のいい歌妓を指さ 言うことには、「あの娘が私の曲を歌ってくれなかったら、私は二度と君たちと競ったりしないよ」 。果たしてその歌妓 歌ったのは、 「黄河遠く上る」で始まる之渙の「出塞」詩だ 。32 蘇軾の「次韻蔣穎叔・銭穆父従駕景霊宮」二首詩 第一首 第四句に対する自注に見える。33 趙甌北、 すなわち清の趙翼（字雲崧）の「観劇即時」 転結二句。但し、「己」を「已」に作る。34 『扶桑』では、 第一首第七句の「寄」 、 第二首第七句の「説」 、 同第八句の「榭」を、それぞれ「寓」 、 「道」 、 「楼」に作る。35 冨長蝶如は、担風の「 『江西観蓮集』に収めるところ 詩一百首、その措字や着想は、 清詩の影響を多分にうけている。 （中略 先生は、 このころは、もっぱら清詩に傾倒した。呉蘭雪あたりの詩は、 ことに気に入ったらしい（ 『服部担風先生雑記』上、一七八頁）と回想している。36 蓮舫主人は誰のことか未詳だが、高島箑川である可能性があ 。その推定の根拠は次の通り。筆写が閲覧 三十九年一～十一月 『扶桑』の漢詩欄に担風の作品が十回掲載されている。その評者は一回を除き 他はすべ
て「蓮舫主人」 （五回）か「高島箑川」 （四回）である（一月二十三日掲載の作品の評者は高島と江
帾
澹園の二名。秋田の江
帾
がここに現れる理由は
未詳）が、高島が二通りの名乗り方をしたと見ることができる。当時尾張の詩壇を牛耳っていた担風の作の評者として適格なのは、尾張 は彼の師である箑川 ほかにな とされたか。なお、 については本稿（上）三十二頁。37 本稿（上）三十九～四十頁。38 冨長蝶如は担風 妹の名を雪枝と記し、 「雪枝さんは 雪湖と号して詩を善くした」と述べている（ 『服部担風先生雑記』上、六頁） 。雪枝が二つの雅号を持っていたのか、あ いはいずれかの雅号が誤りであるのか、はたまた別の妹か、真相 不明。 『扶桑』所載の漢詩には作者名を「西湖女史雪枝」と明記したものがいくつか見いだされる（例えば三十九年二月十五日、三月二十四日のものなど） 。なお、蝶如は雪枝について、担風の「母の生家である立松家の英一さんに嫁」したから、晴濤とは「イトコ夫婦で」 、 「その詩の才になると夫の英一、晴
涛ママ
居士も一目おいたほどで、しず
かでうつくしいかたであった」と述べ（同 、また、担風 「新婦は大野の立松家 みさを夫人、先生とは、 この関係。既記の立松晴濤さんの令姉で、 先 とは五歳の年のちがいがあ」ったとも述べて る（同上、七十三頁） 。39 「班姫団扇詠」は漢の成帝の宮女、班婕妤の「団扇歌」のこと。40 『北國新聞』三十八年十一月二十七日の記事「王
桼
園詞宗送別会」 、同十二
月一日の記事「殿待楼雅会」 、及び同十二月二日、同七日 漢詩欄所載の霊沢吟社諸同人の送別詩による。41 同誌の「会員名簿◎在京
員マ
会マ
」によると、土肥は東京帝国大学医科大学教
授で医学博士であった土肥慶蔵である。42 この「顔」は「韻」字 誤りと考えられ43 「置会酒群賢」は「置酒会群賢」の誤りと考えられる。
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44 広岡琴雨と中島樟南の生年は、それぞれ『百花欄』十二集臨時増刊所載の「花欄千家」による。45 本稿（上）三十三頁。46 『新詩綜』十二集（三十四年）所載の戸田の詩に付された説明による。47 戸田保忠編、戸田忠正著『静学詩鈔』 （戸田保忠、一九三三年）附録、 〔維新史料編纂会嘱託〕 尻佐譔「 戸田先生墓碑」 。48 『伊勢』は結句の「娥」を「蟾」に作る。49 このうち、静学の作二首は、九月二十八日の『伊勢』文苑にも載っている。前者は前掲の「丙午八月十七夕豊橋酔翁水榭酒間即景、同漆園老人賦、次韻」の第二首として載り、後者は「酒間示漆翁」という題で載っている。50 この作は九月九日の『扶桑』にも「丙午夏六月遊次豊城、過訪静学戸田詞宗、談次出示感懐覃韵佳作、索和、率成一律、録呈吟壇、敬求敲政」という題で載っている。51 この「飼」は「詞 誤りと考えられる。52 豊橋百科事典編集委員会編『豊橋百科事典』 （豊橋市文化市民部文化課二〇〇六年）六一〇頁。53 佐藤又八編『東参故人百家詩存』 （一九四五年）四十三 五十頁。54 この一首は、次の「二畳韵」 「三畳韵」と もに 九月二 八日の『伊勢』文苑に「豊橋百花園更 水榭 同漆園翁賦、次韻」という題で載っている（順序は異なる）が、 第一首には次のような字句の異同がある。 酒詩徴逐」―「風流詩酒」 、 「事」― 士」 俗士」―「至竟」 。55 この「土」は「士 の誤りと考えられる。56 筆者はこの時の王治本 訪問の とを「明治十五年
　
王治本の旅と
詩文交流―旅立ちから東海道を経て越前滞在ま ― と題する拙稿（ 武庫川国 』第八十号、二〇一六年 十七頁）で述べたが、王と渡辺小華との交流については無知のため、記述しなかった。今後補足する機会を持ちたい。なお、豊橋市史編集委員会編『豊橋市史』第三巻（豊橋市、
一九八三年） 一〇二三頁などにこれに関する記載があるので、 参照されたい。57 「早蟬」の語は、ここには奇異である。 「玄蟬」 「秋蟬」 「寒蟬」 「暗蟬」 「凉蟬」 「瘖蟬」 「鳴蟬」 「残蟬」等の語がふさわしい。58 この「倒」は「到」の誤りではないかと思われる。59 晋の石崇が別荘の金谷園で宴会を開き、詩の作れない者に罰として酒三斗を飲ませた故事（李白「春夜宴桃李園序」 ）を踏まえた表現。60 この「已」は「己 の誤りと考えられる。61 「紗羅姊娜」は「さらしな」の当て字と考えられる。62 この日の『伊勢』 この字の部分は不鮮明で、判読困難 であるが、次注所携 資料により「綬」と推定できたので、補入しておいた。63 なお、禾原の「古星夕後一夕湖心亭小飲、贈董綬経秋曹、即用往年申江唱和韻」詩（ 『来青閣集』巻三十七）も、こ 時 ことを詠んだ作と考えられるが、日にちは一 後 八月二 日になる。なお、この作の禾原の自注により、董綬経は「法律館 総纂に在職し、派されて日本に赴き法律を考査〔調査〕 」中であったことが知られる。陳玉堂編著『中国近現代人物名号大辞典』によれば、董綬経は、康がその名 綬経は字である。江蘇武進の人で、生卒年は一八六七～一九四二または四七年。64 「羽」は、足羽川の流れる福井、すなわち越前ということか。65 「南浦」は、 『楚辞』九歌「河伯」の「送美人兮南浦 の句に基づき、 「送別の地」を称するのに用いられることが多い。66 この詩は十月二十七日 『扶桑』にも「次漆園老人見寄韵、却寄」という題で載るが、 次のような字句の異同がある。 「抽」― 惹」 、 「思」―「想」 、「梦」―「夢」 、 「心」―「神」 、 「美」―「軟」 、 「明」―「温」 、 「游」―「遊」 、「舫」―「棹」 、 「苦」―「孤」 。67 佐藤善之助編輯兼発行 尾張服部轍担風著『藍亭詩存』 （一九四一年）所収の戊辰（一九二八年） 作。
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